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ア 令和７(2025)年12月に新設 産業資源であるコンビナート跡地等
自治体や企業の発意で「新たな産業クラスター」の創出を目指す制度

イ 自治体や企業の相当なコミット及び計画
への参画を前提 支援と規制・制度改革の一体措置でサポート

電力・通信インフラ整備の効率性を踏まえたDC集積及
びそれを核とした産業クラスターを形成

脱炭素電源を活用した団地を整備し、当該電源を核と
した産業クラスターを形成

脱炭素電源を活用し、当該電源の立地地域に貢献する
事業者の設備投資を後押し

ア 支援対象となる取組
整備、運営

整備、企業への利用提供
の整備、企業への供給

の用地転換

イ 主な支援

ウ 選定要件
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ア 大規模土地利用転換エリアの事業
を中心としつつ、川崎臨海部全体への展開を見据えて、エリアを設定

イ
令和８（2026）年２月に申請

ウ 令和８（2026）年4月 有望地域として選定

（※）個別事業を行う企業、金融機関、ベンチャーキャ
ピタルなどにより構成されたコンソーシアム
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ア 世界でも稀有な一気通貫のグローバル
スケールアップ拠点の形成 あらゆる戦略分野の集積も可能とする次世代GX産業集積拠点の形成
首都圏のGX化の起点となる広域ネットワークの構築

イ 事業会社による個別事業を複数位置付け
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ア 日本の成⾧を牽引する、大規模な次世代GX産業集積拠点の形成
次代

の柱となるあらゆる戦略分野のGX産業の集積
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ア スケールアップ拠点の形成をコンセプ
ト

イ 南地区の既設工場建屋を有効活用 迅速にスケールアップできる拠点を
整備

国内外のインキュベーター
等との連携
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ア 国が計画に対する助言などの伴走支援を実施 計画の熟度が高まった地域については、
ＧＸ戦略地域として夏頃に認定

個別事業の事業化検討を対象とした「ＧＸ戦略地域制度におけるコンビ
ナート等再生に向けた事業化促進事業（以下「国補助金」という。）」による財政支援

8月10日付け採択

補助対象者
有望地域において事業を行う民間事業者

補助対象

人件費・外注費 交付決定日から
令和９（2027）年２月26日まで
補助率

1/2以内

国の予算規模
約27億6,600万円

補助事業の類型
４類型
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①南渡田地区の取組状況

a スケールアップ拠点の形成に向けた導入機能の検討

ア 北地区北側の研究開発施設 建築工事を推進

海外のインキュベーターやベンチャーキャピタル等と、拠点運営に関する連携に
向けた意見交換、協議・調整

ウ スケールアップ拠点の形成に向けた導入機能
次のとおり整理

 計画の熟度向上に向けて、まちびらきが早期に見込まれる、南渡田地区におけるスケー
ルアップ拠点の整備・運営に係る具体的な事業スキームの検討を中心 関係者との協議・調整

既設工場建屋について、プラント設備等の設置が可能
な施設にリノベーション

可能な土地・施設が国内
に少ない

インフラ設備の地域共用化を推進インフラ設備など、
スケールアップ過程の中で高額な投資資金

スケールアップに必要なインキュベーション支援を提供
スケールアップの実現可能性の更なる向上
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①南渡田地区の取組状況

a スケールアップ拠点の形成に向けた導入機能の検討

エ 概念図として示す拠点運営を通じて、立地するベンチャー企業等の大規模な量産など、更なる
スケールアップを実現

インキュベーション支援においては、海外インキュベーター等を
はじめとする事業協力者と連携し、エコシステムを形成
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①南渡田地区の取組状況

b 拠点の運営体制の検討

ア 民間ノウハウを最大限活用した体制整備

イ 選定要件の中では、「自治体の一定の負担を含む関係者のコミット」も不可欠

民間が運営の中核を担いながら、拠点が目指すビジョンや戦略に関しては市も一定関与
次の方向性を基本とし、民間コンソーシアムをはじめとする関係者との協議を実施中

官民出資による拠点運営団体 本市と民間コンソーシアムの会員企業を
中心に設立

既設工場建屋のリノベーション などを進めるにあたり、GX戦略地域に
対する国補助金を活用 金融機関からの融資やファンド設立による出資も含めた様々な形
での資金調達を検討

②扇島地区の取組状況
ア 次世代GX産業を支える基幹的なインフラ整備

取組を着実に推進
イ 次世代GX産業の集積 国や企業等と協議等を実施
ウ

国の支援のあり方 協議を実施中 12



ア 個別事業を行う各事業主体において
事業計画の洗練を実施

イ 一部企業については、国補助金の公募に申請し、下図のとおり採択

 

※南渡田拠点整備検討株式会社について
南渡田地区の拠点形成(及び立地予定の複数ベンチャー企業連携による個別事業)に関して、リノベーションや共用設備整備、拠点運営等の事業化検討にあたり、
国補助金の活用を行うため、民間コンソーシアムの事務局を務め、本市と南渡田地区の拠点形成に関する協定を締結する、ユニバーサルマテリアルズインキュベー
ター株式会社において、事業化検討のために設立したSPC（特定目的会社）。
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① GX戦略地域の認定に向けた取組
● GX戦略地域の認定に向けて、引き続き関係者と連携

② GX戦略地域として認定された場合の取組
● 計画全体の進捗管理 個別事業に関して

国支援の獲得、関係者調整などの側面的支援

ア 南渡田地区
拠点運営団体の設立や既設工場建屋のリノベーション等の実施に関し、民間事業主体と連携した検討

川崎市としての財政負担も含むコミット手法を精査 今年度補正
予算や令和９年度当初予算による調整を想定

イ 扇島地区
次世代GX産業の集積に向けた検討の深度化 国の支援のあり方の検討

引き続き国や企業等と協議 国の支援制度の動向や次世代GX産業の検討状況等を
踏まえながら、土地利用方針について適切な時期に見直す

● 取組・検討の進捗状況について、適時適切に市民に対する情報発信と議会報告 14


